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Ａ
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昨
年
４
月
よ
り
現
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
早
一
年
が
経
と
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
入
学
式
を
始
ま
り
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
後

志
大
会
、
学
校
祭
や
各
支
部
教
育
懇
談
会

な
ど
様
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
何
分
全
て
が
初
め
て
の
事
ば
か

り
で
、
校
長
を
初
め
教
頭
先
生
、
総
務
担

当
の
先
生
方
、
更
に
は
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に

ま
で
お
手
伝
い
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

軽
い
考
え
で
大
役
を
引
き
受
け
浅
は

か
だ
っ
た
自
分
を
恥
じ
る
と
共
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
本
来
の
目
的
、
役
割
に
つ
い
て
深
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
１

年
で
し
た
。
保
護
者
と
学
校
が
共
通
の
目

的
（
子
供
達
）
を
持
っ
て
集
い
、
協
力
し

合
う
事
が
１
番
だ
と
思
い
ま
す
が
現
状
、

こ
の
様
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
か
は
少

し
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

毎
年
、
各
支
部
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

教
育
懇
談
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

開
催
方
法
で
は
先
生
方
の
負
担
も
多
く
、

本
来
子
供
の
学
校
で
の
生
活
や
勉
強
、
進

路
の
話
し
が
主
題
の
は
ず
が
、
少
し
内
容

が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る

と
の
意
見
も
聞
き
ま
し
た
。
今
後
は
実
態

を
よ
り
深
く
把
握
し
て
、
お
互
い
が
知
恵

を
出
し
、
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ら
れ
る

様
な
会
に
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後

短
い
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
事
が
出

来
る
か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
沢
山
の

方
の
ご
意
見
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
務

め
て
い
く
所
存
で
す
。
改
め
ま
し
て
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
３
月

１
日
の
卒
業
式
に
は
１
１
７
名
の
卒
業

生
の
方
が
立
派
な
姿
で
卒
業
証
書
を
受

取
り
無
事
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
さ
ま
ご
家
族
に
は
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
の
門
出
に
幸
多
か

れ
と
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

ま
た
、
３
月
を
も
っ
て
本
校
か
ら
離
任

さ
れ
る
先
生
方
、
こ
れ
ま
で
倶
知
安
高
等

学
校
の
為
、
生
徒
た
ち
の
為
ご
尽
力
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

ま
で
の
感
謝
と
共
に
新
天
地
で
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
最
後

に
卒
業
、
新
生
活
と
何
か
と
忙
し
い
時
期

で
ご
ざ
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大

切
に
し
て
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。
１
年

間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
、
高
校
は
静
寂
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
、
希
望
と
期
待

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
明
る
い
声
や
元
気

よ
く
動
き
回
る
音
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

る
は
ず
の
時
期
に
、
学
校
は
静
ま
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
が
閉
鎖
さ
れ

て
い
た
た
め
で
す
。
そ
の
後
、
２
カ
月
が
た

ち
生
徒
た
ち
が
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

静
寂
は
破
ら
れ
、
学
校
に
音
が
戻
り
ま
し

た
。
マ
ス
ク
を
付
け
た
り
、
大
声
は
控
え
た

り
、
以
前
ほ
ど
の
音
は
聞
こ
え
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
「
誰
か
と
一
緒
に
過
ご
す
喜
び
」

を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活
が
再
開
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
５
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
一

定
の
収
束
を
し
、
学
校
を
含
む
社
会
活
動
が

正
常
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
と
気
づ
く

と
「
誰
か
と
話
し
た
い
、
誰
か
と
一
緒
に
い

た
い
と
強
く
願
っ
て
い
た
気
持
ち
」
や
「
誰

か
と
会
え
る
、
話
せ
る
、
一
緒
に
い
ら
れ
る

喜
び
」
の
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
争
い

や
怒
り
に
か
か
わ
る
声
で
す
。
人
が
集
う

と
、
摩
擦
や
軋
轢
が
生
じ
人
間
関
係
が
壊
れ

る
と
い
う
こ
と
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に

が
介
在
す
る
こ

S

N

S

と
で
、
以
前
よ
り
も
人
間
関
係
の
脆
さ
、
壊

れ
や
す
さ
が
露
呈
し
や
す
く
な
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
大
人
も
子
供
も
年
齢
に
は

関
係
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

本
人
同
士
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
負
の
感

情
に
つ
い
て
は

を
通
る
と
、
相

S

N

S

手
の
顔
を
見
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み

取
る
間
も
な
く
、
思
考
よ
り
先
に
指
が
動

く
た
め
な
の
か
、
攻
撃
性
が
増
し
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
渦
中

で
「
や
っ
と
学
校
に
来
ら
れ
た
、
人
と
会

え
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
た
喜
び
を
忘
れ

ず
に
、
生
徒
た
ち
が
限
ら
れ
た
高
校
生
活

を
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
を

育
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
保
護
者
と

学
校
が
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
進
ん
で

い
け
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
こ
の
３
月
で
校
長
と
し

て
の
任
期
を
終
え
ま
す
。
在
任
中
は
保
護

者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
や
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年

度
の
本
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

や
、
今
年
度
の
全
道
高
Ｐ
連
後
志
大
会
で

は
、
保
護
者
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
滞
り
な
く
実
施

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
子
様
と
保
護
者
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
遠
く
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
思
い
を

忘
れ
た
く
な
い
」

校

長

谷

川

敬

一



国公立大学 9名
小樽商科大学(2名)、公立はこだて未来大学、室蘭工業大学、公立千歳科学技術大学、

釧路公立大(2名)、愛媛大学、岡山大学

私 立 大 学 ８9名

北海学園大学(１8名)、北星学園大学(２名)、北海道千歳リハビリテーション大学、日本医

療大学(6 名)、北海道科学大学(7 名)、札幌学院大学(5名)、札幌国際大学(3名)、北海道文

教大学(7名)、札幌保健医療大学(5 名)、札幌大学(5 名)、星槎道都大学(3名)、北翔大学(2

名)、札幌大谷大学、天使大学、日本赤十字北海道看護大学、関西大学、東海大学(4 名)、岡

山理科大、関東学院大学、京都産業大学、近畿大学(４名)、阪南大学(3 名)、城西大学、成

城大学、聖徳大学、大東文化大学(2名)、中央大学、大阪学院大学

短 期 大 学 5名 旭川市立大学短期大学部(2名)、札幌大谷大学短期大学部(2 名)、北海道武蔵女子短期大学、

看 護 学 校 7名
小樽市立高等看護学院、ＪＡ北海道厚生連旭川厚生看護専門学校(2名)、三草会札幌看護専

門学校、市立室蘭看護専門学校、日鋼記念看護学校、北海道社会事業協会帯広看護専門学校

文 部 科 学 省 管 轄 外 校 1 名 岐阜県立木工芸術スクール

専 門 学 校 ２４名

北海道情報専門学校、日本航空大学校、北海道理容美容専門学校、吉田学園医療歯科専門学

校、吉田学園動物看護専門学校、吉田学園情報ビジネス専門学校(2名)、経専音楽放送芸術

専門学校、光塩学園調理製菓専門学校(2名)、札幌スイーツ＆カフェ専門学校、札幌ビュー

ティーアート専門学校、札幌デザイン&テクノロジー専門学校、札幌こども専門学校、札幌

ビューティックアカデミー、札幌医療秘書福祉専門学校、札幌医学技術福祉歯科専門学校、

札幌工科専門学校、専門学校札幌ビジュアルアーツ、大原法律公務員専門学校、北海道エコ・

動物自然専門学校、ヴィーナスアカデミー、国際文化理容美容専門学校、資生堂美容技術専

門学校

各 種 学 校 ４名 軽種馬育成調教センター、ELS LanguageＣenters、NZLC Aucklannd(2 名)

就 職 ４名 野口観光株式会社、株式会社セノン、合同会社UMK、老田農園

公 務 員 １５名
国家公務員一般事務(4名)、裁判所職員、北海道職員(4名)、倶知安町役場(３名)、恵庭市役

所、共和町役場、留寿都村役場

●電話相談
０１２０－３８８２－５６ （無料、24 時間対応）

●メール相談
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談
子ども相談支援センター

札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階
※上記の電話相談で予約してください。

（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）

いじめや不登校、体罰などの学校教育に

関する悩み、子育て、しつけなど家庭教

育に関する悩みなど相談してください。

3月8日現在



離
任
者
紹
介

こ
の
度
、
９
名
の
教
職
員
が
本
校

を
離
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◆
谷
川

敬
一

校
長

旭
川
東
高
校
へ

◆
黒
田

満

教
諭

数
学
科

札
幌
東
豊
高
校
へ

◆
南

佳
織

教
諭

英
語
科

札
幌
月
寒
高
校
へ

◆
石
川

雄
介

教
諭

数
学
科

釧
路
北
陽
高
校
へ

◆
谷
口

奈
桜

教
諭

保
健
体
育
科

奈
井
江
商
業
高
校
へ

◆
三
好

紳
午

教
諭

地
歴
・
公
民
科

再
任
用

千
歳
北
陽
高
校
へ

◆
井
手
口

隆

教
諭

国
語
科

再
任
用

任
期
終
了

◆
谷

俊
克

事
務
長

退

職

◆
藤
堂

太
陽

事
務
職
員

札
幌
工
業
高
校
へ



ソフトテニス部

優勝　安藤　　２位　船場    ４位　関    ５位　田村

優勝　新井

優勝　安藤    ２位　船場    ３位　関    ５位　田村　    

優勝　新井

優勝　（船場・田村・関・安藤）

56位　船場    69位　田村　　95位　関    女子テニス部

14位　新井　

105位　船場　106位　関　112位　田村　　

42位　新井

95位　関　96位　船場　112位　田村 男子バレーボール部

18位　安藤　31位　船場　42位　関　65位　田村　

20位　新井

21位　船場　28位　安藤　46位　関　60位　田村　

20位　新井 女子バレーボール部

10位　安藤　49位　関　86位　田村　大幸

29位　新井

22位　安藤　30位　船場　73位　田村　77位　関

26位　新井 卓球部

27位　安藤　41位　船場　42位　田村　56位　関

12位　新井

20位　船場　22位　安藤

23位　新井

バドミントン部 少林寺拳法部

吹奏楽局

男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

令和5年（2023年）度　部活動大会結果（12月1日～）

スキー部（ノルディック）

男子１０ｋｍCL

女子５ｋｍCL

男子１５ｋｍSK

女子１０ｋｍSK

男子１０ｋｍ×４

男子1.4ｋｍCL

女子1.4ｋｍCL

男子１０ｋｍCL

女子１０ｋｍCL

男子１５ｋｍSK

男子１０ｋｍＳＫ

女子５ｋｍＳＫ

男子１０ｋｍCL

女子５ｋｍCL

男子１５ｋｍSK

女子１０ｋｍSK

男子１０ｋｍCL

女子５ｋｍCL

男子1.4ｋｍＳＫ 男子学校対抗戦　　　出場

女子1.4ｋｍＳＫ

男子１０ｋｍCL

女子５ｋｍCL

＊全道大会出場結果

＊全国大会以上出場結果

第76回南・北北海道高等学校
スキー競技選手権大会

小樽支部高等学校新人戦
ｲﾝﾄﾞｱｿﾌﾄﾃﾆｽ大会

個人戦(女子）
          　　　加賀・伊藤　優勝

北海道高等学校
新人ソフトテニス選手権大会

（団体戦）

団体戦(女子）
　　　　　　　　1回戦敗退

第102回全日本
スキー選手権大会

小樽室内ジュニアテニス
シングルス選手権大会

個人戦　　　　王生　２回戦　　　　　敗退　（ベスト8）
シングルス　　小坂　１回戦（シード）敗退　（ベスト8）
　　　　　　　　 池田　１回戦敗退

令和５年度全国高等学校
総合体育大会

第７３回全国高等学校
スキー大会

第18回北海道高等学校
バレーボール新人大会

対　とわの森　2－0　敗退

第３６回全国高等学校
選抜スキー大会

北海道高等学校
バレーボール新人大会

対　留萌　　　 2-1　敗退

令和4年度北海道高等学校
選抜卓球大会

男子ダブルス

女子ダブルス
女子シングルス

森山・小川組　２回戦敗退
中里・酒井組　出場
髙橋・小林組・出場
小林　　　　　　予選リーグ敗退

第７８回国民スポーツ大会
冬季スキー競技会

北海道高等学校新人バドミントン大会

団体戦（1回戦）
男子　対 苫小牧東　1-3
女子　対 室蘭栄一　0-3

個人戦(女子）
ダブルスス　米谷・久保田  対 北星北斗　0-2
シングルス　久保田・土     対 遺愛女子　0-2

　第30回北海道高等学校少林寺
　拳法新人大会
　　　　　　　　兼
　第２７ 回全国高等学校少林寺
　拳法選抜大会北海道予選大会

女子自由組演武舞　川口・重森 組　 　 出場
女子自由単独演武　山本/藤山/徳田　出場
男子規定組演武　 　山田・江森組　　 　出場

後志地区冬季ダブルス大会
個人戦(女子）
ダブルス　　　米谷・久保田  　第3位

第60回北海道管楽器個人コンテスト

 クラリネット独奏
金賞

第55回北海道アンサンブルコンテスト

SAX 3重奏
金賞

北海道高等学校
バスケットボール新人大会

小樽地区予選会

１回戦
2回戦
3位決定戦

対 小樽水産　　　　　91-26　勝利
対 小樽桜陽　　　　　56-81　敗退
対 小樽未来創造　　69-74　敗退　　　第4位

北海道高等学校
バスケットボール新人大会

小樽地区予選会
１回戦
2回戦

小樽水産・小樽明峰と合同チームで出場
対 小樽双葉高校　　15-73　　敗退
対 小樽潮陵高校　　21-146　敗退

編

集

後

記

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
発
行
を
も
っ
て

今
年
度
の
全
業
務
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
一
年
間
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

次
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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